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§１．研究成果の概要 

 

本研究では，文字列，生物学的配列，数列，時系列などの多様な系列データに加え，２次元列

やラベル付き木・グラフをも包含する「広義文字列」を対象とする．また，広義文字列の数理構造の

解明を行い，大規模な広義文字列データを高速かつ省領域に処理する基盤アルゴリズムを開発し

た．n を入力長，σをアルファベットサイズとする． 

(a) 動的文字列データ処理：複数ストリームデータ処理の基盤たる，複数テキスト索引構造の逐次

構築法を確立した．本手法は，O(nlogσ)最適時間で動作する．また，連長 BW 圧縮の最悪時感

度の下界がΩ(log n)であることを証明した． 

(b) 広義文字列の数理とアルゴリズム：ラベル付き木に対する索引構造のサイズのタイトな上界・下

界を与え，さらにラベル付き木に対する初めての線形領域 DAWG を開発した．また，DAWG を，

文字列構造を反映したパラメタ化照合に拡張することに成功した．加えて，時系列処理のための，

高速 DTW 計算法と等間隔パターン照合法を開発した． 

(c) 文字列反復性指標と圧縮：代表的な反復性指標である文字列アトラクタと，実用上最も広く用

いられる LZ77 圧縮のサイズが，大きく異なる入力文字列を示した．続いて，文法圧縮に対して，以

下の成果を得た．まず，LZ78，Bisection, RePair などの文法圧縮の出力サイズに関するタイトな下

界を与えた．さらに，RePair と比較し実験的により小さい文法を出力する MR 圧縮法と，Lyndon 文

字列に基づく高速圧縮自己索引データ構造を開発した．次に，ミスマッチを許容する擬似平方分

割問題を効率的に解く手法を与えた．また，最短ユニーク部分文字列に対する 2.6n+o(n)ビット領

域の簡潔データ構造を開発した． 
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